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暑さでぼんやり「夏型」事故多発 注意呼び掛け
午前11時～午後3時は、「暑さによる疲労と眠気で注意力が低下しがちになる」

２０１６年０８月１２日 ０８：５２
８月に入り、県内は暑さで集中力が散漫になることを原因とする「夏型」の事故が相次ぎ、２人が犠牲となった

。特に午前１１時～午後３時は「暑さによる疲労と眠気で注意力が低下しがちになる」と県警は警鐘を鳴らす。お
盆休みが本格化し、帰省や海水浴など長距離ドライブをする機会が増えるこの時期は例年、重大事故も多発。県
警は「小まめに休憩し、無理のない運転をして」と呼び掛けている。
夏場の車内はエアコンをつけていても直射日光が肌を刺激するなどの影響で、屋内と比べて十分な冷却効果は

得られない。体力がじわじわ低下し、集中力も下がる。結果、ブレーキの遅れやハンドル操作の誤り、スピード
感覚の鈍りなど事故を引き起こす危険要因を招くことになる。

熱中症に注意、「水分補給」 積卸作業足元に注意

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは、『カメが歩くスピードの気持ちで 』

車間距離を十分に 追突を未然に防止

子供・高齢者は、動く赤信号

◇見られていますよ あなたの運転、あなたの作業◇
◇危険な運転・危険な作業は、自分・他人の命取りです◇

夏休み･･･小・中・高校生の自転車に注意しましょう

バックで駐車の夫、草刈りの妻はね死なす
◇バック時は、一度の確認だけでなく、もう一度確認しましょう◇

（２０１６／０８／１２ ００：４０）
１１日午前１１時４０分ごろ、茨城県の駐車場で、夫（８３）が乗用車をバックさせて駐車しようとした際、後ろにいた

妻（７７）をはねました。妻は腰の骨を折るなどして病院に運ばれましたが、死亡が確認されました。事故当時、妻
は現場付近で草刈りをしていたということです。夫は「妻がいたことに気が付かなかった」と話していて、警察
は、過失運転致死の疑いで事情を聴いています。

帰省中の４歳女児はねられ意識不明の重体 運転手は夜勤明け
一緒に遊んでいた子供らを・・・追い掛けて道路を渡った
◇１人の子どもを見かけたら・・・複数の子どもがいるかもしれない◇

２０１６．８．１５ １２：２２
１５日午前６時半ごろ、島根県の県道で、横断していた女児（４）が、会社員の男性（２７）の軽乗用車

にはねられた。女児は頭を打つなどして意識不明の重体。警察によると、現場は見通しの良い片側１車線の
直線道路で、信号や横断歩道はない。女児は母親の実家に帰省中で、一緒に遊んでいた親戚の子供らを追い
掛けて道路を渡ったとみられる。男性は夜勤を終え、帰宅中だった。

保育園の駐車場で、４歳女児はねられ重傷、女を逮捕
２０１６．８．１６ １３：３５

１６日午前８時４５分ごろ、京都府の保育園の駐車場で、この園に通う女児（４）が軽乗用車にはねられた。
女児は頭などを強く打ち、意識不明の重体。警察は自動車運転処罰法違反（過失傷害）の疑いで無職の女性容疑
者（６７）を逮捕した。同署によると「間違いない」と容疑を認めている。容疑者は孫を同園に預け、帰宅途中
だった。女児は父親とともにこの園に向かう途中。

渋滞で止まっていたバスに、後続のバス追突 ４台絡む事故
◇同じ会社同士の事故には、保険が適用になりません◇

◇前方で・・・何が起こるかわかりません 車間距離を十分にとりましょう◇
２０１６年８月１６日１３時２９分

１６日午前９時２０分ごろ、埼玉県の関越自動車道で、高校の生徒らが乗った大型バス２台など計４台が絡む
事故があった。交通警察隊によると、渋滞で追い越し車線に止まっていたバスにもう１台のバスが追突。後ろか
らきたトラックがバスを避けようと中央車線に車線変更したところ、中央車線の乗用車に接触したという。同隊
と運行するバス会社によると、バス２台には計約６０人の生徒らが乗っており、うち生徒１人と乗用車の２人が
軽傷を負った。

信号のない交差点 右折車と直進車が衝突 女性が意識不明
◇交差点、右折時は・・・直進車はもちろん、右からの横断歩行者・自転車にも注意しましょう◇

２０１６年０８月１５日 １２時５５分
１４日午後１０時半ごろ、茨城県の信号のない国道交差点で右折しようとした軽乗用車と直進してきた乗用車

が衝突しました。この事故で軽乗用車を運転していた専門学校生の女性（１９）が意識不明の重体となっていま
す。また、乗用車を運転していた会社員の男性（４２）も胸を打つなど軽いけがをしました。


